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わが国のタヌキに Concinnumtenを最初に検出したのは,中松らが中国山系 (鳥取及び岡山県

東部境界)で捕獲したものについてである 5).本学では昭和 44･45年,宮崎県下で捕獲したタヌ

キ3頭の肝管に C.tenの寄生を認め 4), 次いで昭和 46-48年には 16頭中12例に検出,75,% と

いう濃厚感染を証明した 1).最近,渡部は大分県下で捕獲したイタチの膵に C.tenの寄生を認め,

本虫が九州 ･中国地方にかな り濃厚に分布するものと推定 した 2).われわれは昭和49年度の猟期

に宮崎県下で捕獲したタヌキの相当数の分与を受け,剖検により本虫寄生の有無を調べたので,そ

の成績を以下に述べる.

材 料 と 方 法

供試タヌキは51例で,昭和49年 11月30日から昭和50年 2月14日までの問に宮崎県内で捕獲

し剥製に供されたものであ り,それらの生息地 (捕獲地)と捕獲年月日は狩猟者から聴取した･こ

れらタヌキの大部分は死後,剖検までに2-5日間無処置のまま放置されてお り,一部は剥皮後 6

-75日間冷凍保存されていた.なお,供試タヌキはすべて成狸であり,大多数のものは栄養可良

であった.

剖検に際しては,酵臓の肉眼観察の後,十二指腸粘膜面の小十二指腸乳頭部から-サ ミを入れて

jJli管 (主幹)を切開し,C.ten寄生の有無を調べるとともに虫体を採取した･採取虫体の一部は圧

屈して Haematoxylin(Mayer)または Alumcarmine染色 3)を施し形態観察を行なった･一方

膵臓 (輝管)は10% ホルマリン液に浸潰 ･固定後,法によりパラフィン切片を作製,H･E染色を

施して鏡検の用に供した.

観 察 成 績

各供試例ごとに性別, 捕獲年月日, 捕獲地 (生息地),C.ten寄生の有無およびその程度を表示

すると第 1表のとお りである.
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第 1表 供 試 タ ヌ キ 一 覧 表

性BrH捕獲年月日
昭和
49.ll.30

49.12.6

49.12.10

49.12.13

49.12.13

49.12.13

49.12.13

49.12.15

49.12.20

49.12.22

49.12.23

49.12.23

49.12.26

50.1.3

50.1.3

50.1.3

50.1.9

50.1.9

50.1.9

50.1.10

50.1.13

50,1.14

50.1.14

50.1.20

50.1.23

50.1.24

捕 獲 地

西都市近郊

西都市近郊

串間市近郊

西臼杵郡日の影町

西臼杵郡日の影町

西臼杵郡日の影町

西臼杵郡日の影町

宮崎市木花

西臼杵郡高千穂町

宮崎市木花

宮崎市木花

東諸県郡高岡町

東諸県郡高岡町

小林市近郊

東諸県郡高岡町

西臼杵郡日の影町

東諸県郡国富町

西諸県郡野尻町

東諸県郡国富町

西諸県郡野尻町

東諸県郡国富町

西諸県郡野尻町

西諸県郡須木村

東諸県郡国富町

東諸県郡国富町

東諸県郡国富町

数

数

I

I

E

I

I

E

多

少

数

数

数

数

少

少

少

少

捕 獲 地 E蓋生還

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

2

2

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

.4

4

4

4

4

一4

.4

4

4

4

5

5

昭和

50. 1.25

50. 1.25

50. 1.27

50. 1.27

50. 1.28

50. 1.28

50. 1.29

50. 1.30

50. 2.2

50. 2.2

50. 2.2

50. 2.4

50. 2.5

50. 2.7

50. 2.7

50. 2.7

50. 2.8

50. 2.9

50. 2.10

50. 2.10

50. 2.ll

50. 2.14

50. 2.14

50. 2.14

50. 2.14

西臼杵郡日の影町

東諸県郡高岡町

東諸県郡国富町

東諸県郡国富町

えびの市加久藤

東諸県郡国富町

宮崎市木花

宮崎郡田野町

西諸県郡須木村

東諸県郡高岡町

東諸県郡高岡町

えびの市近郊

東諸県郡高岡町

児湯郡川南町

児湯郡川南町

児湯郡川南町

小林市近郊

西諸県郡野尻町

東諸県郡国富町

宮崎郡清武町

小林市近郊

東諸県郡国富町

小林市近郊

小林市近郊

宮崎市内海

数

数

数

数

等

数

数

数

数

少

少

少

少

中

少

少

少

少

数

数

数

数

数

数

等

数

等

少

少

少

少

少

少

中

少

中

備考 :｢捕獲地.の欄ではすべて宮崎県を省略.

｢寄生の程度.の欄で,(-)は寄生を認めなかったものを示す･

上表に見るごとく供試タヌキ51例中31例にC.tenの寄生を認め,その寄生率は60･8,% と高率で

あった.時期別に見ると1月10日前後を鏡として寄生率が大きく変化している･すなわち, 昭和

49年 11月30日～ 昭和50年 1月9日までの問に捕獲されたタヌキの寄生率は26.3%,1月10日

～ 2月14日までの分は81.3% で,猟期の後半における寄生率が著しく高い数値を示 した･次に

捕獲地ごとに寄生状況を示すと第 1図のとお りであり,日の影町では6例中3例,川南町では3例中

3例,国富町では 9例中7例,高岡町では 6例中3例,小林市では 5例中2例,えびの市では 2例

中2例に寄生を認めた.これを要するにタヌキの生息地とC･ten寄生との間には一定の傾向ないし

関連は認められず,宮崎県下に生息するタヌキには広くC･tenが浸潤していることが分った･陽性

31例について寄生の程度を見ると多数寄生 1例,中等寄生5例のほかは,いずれも少数寄生であった･

なお,C.ten以外の寄生虫としては,小腸または胃に回虫科の線虫を認めたもの27例,小腸に

鈎虫科の線虫が寄生するもの4例,小腸に条虫の寄生を認めたもの1例があった･

無作意的に供試タヌキ4頭 (No.20,27,39,40)の肝管から採取した虫体 35匹について形態

学的観察を行なった結果,虫体は偏平な紡錐形を呈し, 体長は1.24- 1.69mm (平均 1･47mm),
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第 1図 供試タヌキの捕獲地 (生息地)

● C.tenの寄生を認めたもの

○ 寄生を認めなかったもの

体幅は0.63-0.99mm (0.82mm).口吸盤の長径は0.12-0.21mm (0.16mm),腹吸盤の長径

は0.23-0.32(0.25mm)で常に前者よりも大きい (1.13- 1.96倍).食道の後端から分岐して

始まる腸は体の両側を後走し,体の後方約 1/3のところで盲管に終わ り,あまり体の後方までは達

していない.ブドウ房状の卵黄腺は体の中央 (赤道), あるいはそれよりやや後方に位置する.精

巣は球形または楕円形を呈し,分葉状を示すものは見られない.以上の所見から,今回の供試タヌ

キの揮管内に寄生を認めた虫体は Yamaguti8),中松ら5),村上ら4),野坂ら6) が Concinnum ten

と同定したものと同種であると判定された.

31例の寄生輝のうち 1例 (No.10,多数寄生例)においては肝管内寄生の虫体群が肉眼上,障臓

の外表から明かに認められた.また寄生勝の全例ともに障管はいくぶん拡張して,内部に虫体及び

やや多量の内容物を含んでいたが,それ以外に明かな変化は認められなかった.鏡検上,肝管粘膜

はやや増殖し粘膜固有層に リンパ球 ･プラズマ細胞 ･好酸球等の軽度浸潤が見られ,粘膜下組織や

聯管周囲の結合組織はやや増生を呈した.これを要するに寄生輝 (陣管)の病理変状は一般的に軽

く,重度病変は認められなかった.
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考 察

中松ら5) は中国山系で捕獲したタヌキの肝臓に Concinnumtenの寄生を認め,著者ら174) は宮

崎県南半部のタヌキに本虫が濃厚感染することを既に報じた.今回の検索で,県南部に生息するタ

ヌキに C.tenが濃厚感染することを再確認するとともに,県北部のタヌキからも本虫を検出した.

さらに地域別による寄生率の差は認められず,広く本県内に生息するタヌキに本虫が濃厚に感染す

る様相がほぼ判明した.ただ県中央部のデータが未だ不足しているので,その分は次の猟期に調査

を進めることにしたい.

今回の検索結果を捕獲時期の面からみると, 1月 10日前後を境として寄生率が大きく異なるこ

とが判明したのは注目に値する.しかし,C.tenの発育環が明らかでない現在,時期別による感染

度に差のあることが何を意味するかほ不明である.恐らく中間宿主の発育時期やタヌキが中間宿主

に接触ないし捕食する時期と関係があるのであろう.

C.tenの寄生に関する報告は比較的乏しいが,本邦においてはタヌキ以外にテンの小腸(Yamauti,

1939)8),アナグマの聯管 (斉藤 ら,1973)7), イタチの聯管 (渡部,1975)2) などからも検出されて

いる.従ってわが国に生息する野生の食肉目動物にはかな り広くC.tenが浸淫しているものと推測

される.ただし著者らはタヌキ以外に宮崎県内で捕獲されたテン27頭, イタチ 5頭, アナグマ3

戻,キツネ3頭を検索したが,アナグマ,キツネについてはいずれも陰性であった.ただテンおよ

びイタチの多数例において鰐管内に小型の吸虫を検出したが,虫種の同定は末だ行なっていない.

要 約

われわれは昭和44-48年の調査で,宮崎県下に生息するタヌキに Concinnumtenが濃厚に感

染することを明らかにしたが,今般,昭和 49年度猟期 (昭和 49年 11月30日～50年 2月14日)

に県内で捕獲したタヌキを検索することにより,濃厚浸淫の事実を再確認できた.すなわち試供材

料 51例中31例に C.tenの寄生を認め寄生率は60.8% を示した.今回は初めて県北部のタヌキに

ついても検索したが,県南部に生息するタヌキと同様に本虫を検出した.一般に県内の地域別によ

る寄生率の差はなく,広く県下全般に浸潤していることが認められた.ただ猟期の前半(1月10日

頃より以前)と後芋 (1月10日頃より以降) に捕獲したタヌキの間には寄生率に明らかな差が認

められ,後半期が著しく高率であった.このことは本虫の発育環と関係があろうと思われ,興味深

い点である.

終わ りに,種々ご教示いただいた本学 ･薄井万平教授並びに九大医学部 ･渡部垂久氏に深謝する.

なお供試材料を提供された川越幸嘉,古藤 功の両氏に厚 くお礼申しあげる.
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Summary

TheauthorspreviouslyreportedthattheraccoondogscapturedinMiyazakiPrefec-

turefrom 1969to1973wereextensivelyinfectedwithConcinnum (C.)ten.

Inthepresentstudy,therateofparasitism ofC.teninthe51raccoondogs

trappedinMiyazakiPriefecturefromNovember30,1974toFebruary14,1975was

examined.Thirty-oneoutof51animals,60.87%,wereinfectedwithC.tenandthe

widespreadparasitizationwasreafhrmed.C.tenwasfoundintheraccoondogsfrom

thenorthernregionofthePrefectureasinthosefrom thesouthernregion.Therate

ofparaitism showednoregionaldifference,andtheflukewasverycommoninthe

pancreasoftheraccoondoginhabitingMiyazakiPrefecture.Buttherateshoweda

seasonaldifference,namely,therateofthelatterhalfofthehuntingseason,after

January10,wasmuchhigherthanthatofthe丘rsthalf. Thisisinteresting,and

maycorrelatetothelifehistoryofC.ten.
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ExplanationofFigures

Fig.1.Radiographofpancreasanditsductsystem ofraccoondog.

Contrastmedium (Baryan,DAIICHISEIYAKU)hasbeeninjected
intothepancreaticductfrom itsduodenaloriace(arrow).Needle
isinsertedinthebileduct.G:stomach.

Fig.2.Incisedpancreaticduct(D)infectedwithC.ten.
Fig.3.WholemountofaC.tenfrom apancreaticductofraccoondog.
Fig.4.Pancreasincludingnukesinitsduct.H.E.stain,×230.
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